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シ ン カ イ ヒバ リガイ と化学合成細菌の 共生関係 の進化

　 や £　だ あ き の り　　　 とく　た　が く　　　 や まさきひ で お
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【目的】シン カ ヒ バ リガイ （動 訪 皿 ）dlo／us 属）は、深海熱水噴出孔や メタ ン冷湧水域に形成

され る化学合成生態系に広 く分布す るイガイ科の 二枚貝である 。
シ ン カイ ヒ バ リガイは鰓の

細胞内に化学合成細菌を共 生 させ 、その共生細菌が海底か ら放 出 され る硫化水素やメ タン を

酸化するこ とで得て い る エ ネル ギー
や栄養素に依存 してい る と考え られ て い る。 これまで に

15 種 余りが世界各地か ら記載され て い るが、共生細菌の タイ プは種に よ っ て異な っ て お り、

硫黄酸化細菌だけの もの
、 または メ タン 酸化細菌だけの もの

、 も しくはその 両方の もの が存

在 してい る 。 そ こで本研 究では、シ ン カイ ヒバ リガイの共生細菌タイプの 進化の 過程を明 ら

か にす るこ とを 目的とする 、

【方法】石垣 島沖海底の 鳩間海丘 （熱水噴出孔、水深約 1500m）と黒島海丘 （メタ ン 冷湧水域、

水深約600m）にて 、　JAMSTEC の 無人探査機 「ハ イパ ー ドル フ ィ ン」 に よ りヘ イ トウシ ンカ

イ ヒ バ リガイ偉 ρ妨 赫o 鷹 ）お よび ク ロ シ マ シ ンカイ ヒバ リガイ（B．hirtus）をそれ ぞれ採取 した。

鰓と足 の 組織か らDNA を抽出 し、それぞれ細菌の 16S　rRNA 遺伝子 供 生細菌タイ プを決定す

るため）、 ミ トコ ン ドリアの COI遺伝子をPCR 増幅、シ
ー

ク エ ン ス した。デ
ー

タベ ース の 配列

も含め 、 10種以上の シ ン カイ ヒ バ リガイの COI遺伝子配列 を使 い 、ベ イズ法に よる系統解析

と共生細菌の タイプ の祖先形質解析を行 っ た 。

【結果および考察】共生細菌の タイプは 、 これま で生自環 境に よっ て大きく影響され る と考

えられてい たが
D

、 本研究の 結果か ら生 、皀環 境で はな くシ ンカ イヒバ リガイの 系統による影

響が よ り大きい こ とが明らか にな っ た 。 祖先形質解析の 結果は、シ ンカイ ヒバ リガイの 共通

祖先が多重共生を してい た こ と、また シ ンカイ ヒ バ リガイの 進化の過程で硫黄酸化細菌も し

くは メ タン 酸化細菌の 喪失が少 なくとも 3 回起 っ た こ と、さらにその 後に再び 多重共生が少

なくとも 1 回起 っ た こ とを強 く示唆 した 。 地表 の 環境変動の影響がなく、共に硫化水素とメ

タ ン が存在す る熱水噴出孔 とメタン 冷湧水域 とい う生 ，皀環 境の 特徴が、共生細菌の タイプの

進化的な不安定さに関係 してい るか もしれ ない
。
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